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1.　本報告においては，い ざり機の特殊形 式 とみられ

る箱機（ はこばた）につ いて，現存 する遺 品から検討 を

加え，それ が機織具の発展においてどのような役割を果

したかを問題 とす る。

2. 現用されていない ので，保存されてい る箱機につ

いて形式 ・構造・部品の名称などを調査し ，実測図を作

成し た。

3･　調査の結果，箱機は中国地方以西に分布し ている

もので， とくに広島・山口両県 に使用されていたもの と

みられる。そし て機の構造は，はじめ傾斜型い ざり機の

も のをそのまま転用した小型の分解式いざり機 とでも称

せられるものであっ た。ところ がい ざり機 の改 良が行 な

われ るにし たがっ て，それに応じ た変化 があら われ，構

造の一部に高機的改良 がみられた。しかし単綜 統・片 口

開 口とい う制約条件 からは脱し えなかっ た。こ の箱機は

非常 に限定 された階層に のみ使用 された ので，保存 され

てい る数 量は 調査し た限 りでは少ない が，い ざり機 の特

殊形式 として注 目し たい。


